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富山県議会２月定例会　一般質問の様子（３月９日）

２月議会一般質問の詳しい様子は、
富山県議会のホームページでご覧いただ
けます。
htpp://www.pref.toyama.jp/section/0100/

不
育
症
専
門
相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す
Z

不
育
症
専
門
相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す
Z

昨
年
度
か
ら
議
会
で
支
援
を
求
め
て
い
た
不
育
症
対
策
に
予
算
が
付
き
、

６
月
か
ら
専
門
医
を
配
置
し
た
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

開
設
日
・
・
・
６
月
５
日
（
火
）

専
門
相
談
・
・
・
月
１
回
予
約
制
　
１５
時
〜
１７
時

相
談
員
・
・
・
富
山
大
学
附
属
病
院
産
婦
人
科
医
師

開
設
場
所
・
・
・
富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
」
２
階

（
富
山
市
湊
入
船
町
６
│
７
）

富
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
女
性
健
康

相
談
セ
ン
タ
ー
に
併
設

不
育
症
（
習
慣
性
流
産
）
の
不
安
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
月
１
回
の
相
談
日
は
、
予
約
の
お
電
話
の
際
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
…
０
７
６
│
４
８
２
│
３
０
３
３

ま
た
不
育
症
専
門
相
談
開
始
に
伴
い
、
不
育
症
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
や
厚
生
セ
ン
タ
ー
に
て
受
け
取
れ
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
見
ど
こ
ろ
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
質
問
と
答
弁
で
す
が
、

実
は
密
か
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
楽

し
い
の
が
、
応
酬
の
中
に
含
ま
れ

る
ユ
ー
モ
ア
だ
っ
た
り
、
チ
ク
ッ

と
し
た
嫌
味
？
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

質
問
者
や
答
弁
者
に
よ
っ
て
傾
向
が
あ
っ
て
、
繰
り
出
さ
れ
た
時
に
は
、

ま
さ
に
「
キ
タ
ー
ッ
」
っ
て
感
じ
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
や
ら
議
会
ご
と

に
随
分
と
違
う
ら
し
く
、
県
議
会
で
は
わ
り
と
頻
繁
に
見
ら
れ
る
の
で
、

野
次
と
相
ま
っ
て
（
県
議
会
の
野
次
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
お
囃
子

で
す
が
）
議
会
を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
は
、
テ
レ
ビ
中
継
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、

ぜ
ひ
議
場
に
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
の
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

＊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
一
般
相
談
は
従
来
通
り
＊

電
話
相
談
・
・
・
・
・
・
・
・
火
・
木
・
土
　
９
時
〜
１３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
・
　
金
　
１４
時
〜
１８
時

面
接
相
談
（
要
予
約
）
・
・
・
火
・
木
・
土
　
１４
時
〜
１８
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
・
　
金
　
９
時
〜
１３
時

満
開
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
桜
の
季
節
も

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
行
き
、
日
に
日
に

日
差
し
が
強
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
も
昨
年
４
月
の
初
当
選
よ
り
一
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

４
回
開
催
さ
れ
た
県
議
会
定
例
会
の
う
ち
、
３
回
で
質
問
の
機
会
を

頂
き
、
女
性
を
取
り
巻
く
問
題
や
教
育
の
分
野
、
障
害
者
雇
用
の

分
野
な
ど
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
に
は
支
援
の
拡
大
や
新
た
な
事
業
と
し
て
、
今
年
度
、
予
算
が

付
い
た
も
の
も
あ
り
、
こ
う
し
て
無
事
議
員
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

２
年
目
を
迎
え
、
県
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
、

取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご相談やご提案などは、月曜と金曜の午前９時３０分
から１２時３０分に承っております。上記以外の時間に
つきましては、会議等の都合上、閉めていることも
ございますのでご了承ください。
また上記時間以外でも明かりがついているときには、
お気軽にお立ち寄りください。

事務所住所　〒939-8073　富山市大町282
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現
在
あ
る
富
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。
不
妊
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
加
え
、
６
月
か
ら
月
に
一
度
、
不
育
症
専
門
医
に
よ
る
相
談
日
を
設
け
る
ほ

か
、
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
や
行
政
の
母
子
保
健
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修
を
行
う
。

ま
た
、
不
育
症
の
正
し
い
知
識
の
普
及
と
、
医
師
を
配
置
し
た
相
談
実
施
を
周
知
す
る

た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
４
月
か
ら
市
町
村
や
産
科
医
療
機
関
に
配
布
す
る
。

不
育
症
は
単
一
原
因
の
疾
患
で
は
な
い
た
め
、
現
時
点
で
医
療
機
関
で
の
治
療
方
針

が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
胎
児
が
原
因
の
場
合
の
過
度
の
治
療
が
あ
る
と
も
聞
い
て
い
る
。

ま
ず
は
不
育
症
の
検
査
が
可
能
な
医
療
機
関
等
の
広
報
に
努
め
た
い
。
ま
た
今
年
か

ら
不
育
症
治
療
の
健
康
保
険
適
用
が
拡
大
さ
れ
た
た
め
、
患
者
の
経
済
的
負
担
は
大
幅

に
軽
減
さ
れ
た
。
特
定
不
妊
治
療
や
他
の
疾
患
の
方
と
の
経
済
的
公
平
性
を
欠
く
と
も

考
え
ら
れ
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
課
題
を
整
理
し
た
い
。

厚
生
部
長
答
弁

生
活
環
境
文
化
部
長
答
弁

生
活
環
境
文
化
部
長
答
弁

知
事
答
弁

知
事
答
弁

厚
生
部
長
答
弁

厚
生
部
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

一

般

質

問

３
月
９
日
（
金
）

一

般

質

問

３
月
９
日
（
金
）

②
　

県
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
期
待
す
る
役
割
と
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
県

と
N
P
O
と
の
協
働
実
績
も
含
め
、
問
う
。
行
政
で
は
で
き
な
い
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
等
に
期
待
さ
れ
る
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
で
あ
る
が
、
協
働
を
掲
げ
る
以
上
、
県

と
し
て
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
べ
き
。

②
　

現
在
、
新
た
な
工
賃
向
上
支
援
計
画
を
作
成
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
回
計
画
の

評
価
を
踏
ま
え
、
新
た
な
計
画
の
内
容
と
目
標
設
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。
５

年
間
の
計
画
実
施
に
も
関
わ
ら
ず
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
、
工
賃
が
大
幅

に
向
上
し
た
と
は
言
い
難
く
、
自
立
へ
の
道
の
り
は
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

①
　

５
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
工
賃
向
上
支

援
計
画
も
、
そ
の
期
間
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
目
標
の

達
成
度
を
踏
ま
え
た
評
価
に
つ
い
て
問
う
。

①
　

11
月
議
会
で
、
不
育
症
専
門
医
を
配
置
す
る
な
ど
相
談
窓
口
の
充
実
強
化
に
取
り
組
む

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
、
い
つ
か
ら
実
施
す
る
予
定
な
の
か
。

 

問
２
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事
業
に
つ
い
て

 

問
２
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事
業
に
つ
い
て

①
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
問
う
。

こ
の
10
年
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
は
10
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
が
、
法
人
税
の
支
払

い
や
事
業
報
告
書
の
提
出
、
変
更
登
記
な
ど
の
手
続
等
も
多
く
、
そ
う
し
た
こ
と
に

対
応
で
き
る
成
熟
し
た
組
織
は
少
な
い
と
感
じ
る
。

②
　

不
育
症
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
検
査
と
治
療
で
、
不
育
症
患
者
の
85
％
が
無
事
出
産

で
き
る
と
の
研
究
報
告
も
あ
り
、
費
用
対
効
果
を
考
え
て
も
、
不
妊
症
と
同
様
に
助

成
事
業
に
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
、
所
見
を
問
う
。
ま
ず
は
、
ど
の
く
ら
い
の
需

要
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に
も
、
不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
方
に
限
っ
て
、
妊
産

婦
医
療
費
助
成
の
対
象
項
目
に
切
迫
流
産
の
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

①
　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
学
校
ご
と
に
違
い

が
あ
る
が
、
こ
の
現
状
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

学
校
給
食
を
所
管
す
る
の
は
市
町
村
で
あ
る
が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
ま
ち
ま
ち
で
、
除
去
食
か
ら
代
替
食
、
全
く
関
知
せ
ず
弁
当
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
あ
る
。

 

問
３
　
障
害
者
福
祉
等
に
つ
い
て

 

問
３
　
障
害
者
福
祉
等
に
つ
い
て

①
　

新
事
業
と
し
て
、
栄
養
士
や
ト
レ
ー
ナ
ー
を
派
遣
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
キ
ス
パ
ー

ト
事
業
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
人
材
確
保
と
派
遣
頻
度
、
ど
の
程
度
の
サ
ポ

ー
ト
が
可
能
な
の
か
問
う
。

問
４
　
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

問
４
　
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

 

問
５
　
学
校
に
お
け
る
食
育
に
つ
い
て

 

問
５
　
学
校
に
お
け
る
食
育
に
つ
い
て

 
問
１
　
母
子
保
健
に
つ
い
て

 
問
１
　
母
子
保
健
に
つ
い
て

富
山
県
に
は
現
在
、
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
３
０
６
法
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

平
成
２１
年
の
実
態
調
査
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
組
織
や
財
政
が
小
規
模
で
、
資
金

不
足
や
ス
タ
ッ
フ
不
足
の
課
題
が
多
く
聞
か
れ
た
。
組
織
運
営
や
資
金
、
人
材
と
い
っ

た
課
題
に
取
り
組
む
上
で
、
と
や
ま
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
の
た
め
、
会
計
、
税
務
、
労
務
管
理
の
研

修
や
相
談
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
寄
付
募
集
や
資
金
調
達
、
情
報
発
信
力
を
高
め
る
研

修
も
行
い
、
自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
理
解
を
深
め

る
職
員
研
修
や
県
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
協
働
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
る
相
談
窓
口
の
設
置
等
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
は
、
平
成
１６
年
度
に
２５
事
業
だ
っ

た
も
の
が
、
平
成
２３
年
度
に
は
５８
事
業
へ
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
平
成
２３
年
度
２４
年
度
は
、
国
の
新
し
い

公
共
支
援
事
業
交
付
金
を
活
用
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協

働
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
盤
強
化
を
集
中
的
に
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く

対
応
で
き
る
強
み
が
あ
る
の
で
、
よ
い
点
を
生
か
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
の
分
野
で
、
と
や
ま
を
元
気
に
し

て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
・
・
・
国
内
で
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
市

民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
法
人
格
の
必
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

爆
発
的
に
増
加
し
た
。

近
年
は
国
や
地
方
自
治
体
の
財
政
逼
迫
な
ど
か
ら
、
全
国
的
に
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

協
働
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
新
た
な
公
共
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

＊
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
＊

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」
・
・
・
小
麦
、
そ
ば
、
卵
、
大
豆
、
乳
、
甲
殻
類
な
ど
、

食
べ
物
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
。

じ
ん
ま
し
ん
や
む
く
み
、
喘
息
の
ほ
か
、
呼
吸
困
難
な
ど
、
命
に
関
わ
る
重
大
な

シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
供
の
数
は
、
県
内
で
も
こ
こ
１０
年
で
２
倍
に
増
加
し

て
お
り
、
症
状
の
長
期
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

＊
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
＊

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
委
員
会
の
推
薦
に
よ
り
、
栄
養
士
は
ス
ポ

ー
ツ
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
員
の
資
格
を
有
す
る
管
理
栄
養
士
に
、
ト
レ
ー
ナ
ー
は

公
認
資
格
を
有
す
る
県
の
体
育
施
設
や
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
に
お
願
い

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

派
遣
頻
度
は
、
各
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
、
運
動
部
活
動
の
盛
ん
な
学
校
で
あ
れ
ば

年
６
回
、
一
般
高
校
で
あ
れ
ば
年
４
回
、
定
時
制
高
校
で
あ
れ
ば
年
２
回
程
度
を
予
定

し
て
い
る
。

市
町
村
や
学
校
に
よ
る
と
、
調
理
室
や
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
施
設
設
備
が
一
律
で

は
な
く
、
調
理
人
数
が
異
な
る
こ
と
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
食
材
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か

ら
、
一
律
の
対
応
が
難
し
い
現
状
が
あ
る
。

県
と
し
て
は
今
後
、
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
弁
当
持

参
の
児
童
に
つ
い
て
も
保
護
者
の
意
向
に
沿
い
な
が
ら
、
と
き
に
は
他
の
児
童
と
一
緒

に
安
心
し
て
給
食
が
食
べ
れ
る
よ
う
工
夫
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き
る
よ
う

市
町
村
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

（
以
上
、
５
分
野
１４
問
か
ら
抜
粋
）

障
害
者
の
自
立
を
目
指
す
上
で
、
工
賃
の
向
上
は
重
要
で
あ
る
。
平
成
１８
年
度
に
１

万
１
９
９
９
円
だ
っ
た
富
山
県
の
平
均
工
賃
を
、
平
成
２３
年
度
末
ま
で
に
２
万
４
０
０

０
円
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
意
識
改
革
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
、
地
域
連
携
の
強
化

を
三
本
柱
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
昨
年
１２
月
の
平
均
工
賃
は
１
万
４
３
８
３
円
（
１

９
・
８
％
増
）
で
、
目
標
達
成
に
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
原
因
と
し
て
は
、
仕
事
の

７
割
を
占
め
る
電
子
部
品
の
組
み
立
て
や
段
ボ
ー
ル
の
加
工
な
ど
、
下
請
け
型
事
業
所

の
受
注
が
伸
び
悩
ん
だ
た
め
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
食
品
加
工
や
自
主
製
品
の
製
造
を
手
掛
け
て
い
る
事
業
所
で
は
、
工
賃
が
７

割
増
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

２４
年
度
か
ら
の
新
た
な
計
画
の
方
向
性
や
素
案
を
取
り

ま
と
め
、
作
れ
る
も
の
か
ら
売
れ
る
も
の
へ
と
い
っ
た
意

識
改
革
を
図
る
。
ま
た
新
規
就
労
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
事
業
所
外
へ
の
就
労
支
援
を
目
指
す
。
計
画
の
策
定
を

急
ぎ
、
自
立
へ
の
支
援
に
努
力
し
た
い
。



３ ２
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現
在
あ
る
富
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
。
不
妊
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
加
え
、
６
月
か
ら
月
に
一
度
、
不
育
症
専
門
医
に
よ
る
相
談
日
を
設
け
る
ほ

か
、
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
や
行
政
の
母
子
保
健
担
当
者
を
対
象
と
し
た
研
修
を
行
う
。

ま
た
、
不
育
症
の
正
し
い
知
識
の
普
及
と
、
医
師
を
配
置
し
た
相
談
実
施
を
周
知
す
る

た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
４
月
か
ら
市
町
村
や
産
科
医
療
機
関
に
配
布
す
る
。

不
育
症
は
単
一
原
因
の
疾
患
で
は
な
い
た
め
、
現
時
点
で
医
療
機
関
で
の
治
療
方
針

が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
胎
児
が
原
因
の
場
合
の
過
度
の
治
療
が
あ
る
と
も
聞
い
て
い
る
。

ま
ず
は
不
育
症
の
検
査
が
可
能
な
医
療
機
関
等
の
広
報
に
努
め
た
い
。
ま
た
今
年
か

ら
不
育
症
治
療
の
健
康
保
険
適
用
が
拡
大
さ
れ
た
た
め
、
患
者
の
経
済
的
負
担
は
大
幅

に
軽
減
さ
れ
た
。
特
定
不
妊
治
療
や
他
の
疾
患
の
方
と
の
経
済
的
公
平
性
を
欠
く
と
も

考
え
ら
れ
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
課
題
を
整
理
し
た
い
。

厚
生
部
長
答
弁

生
活
環
境
文
化
部
長
答
弁

生
活
環
境
文
化
部
長
答
弁

知
事
答
弁

知
事
答
弁

厚
生
部
長
答
弁

厚
生
部
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

教
育
長
答
弁

一

般

質

問

３
月
９
日
（
金
）

一

般

質

問

３
月
９
日
（
金
）

②
　

県
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
期
待
す
る
役
割
と
今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
県

と
N
P
O
と
の
協
働
実
績
も
含
め
、
問
う
。
行
政
で
は
で
き
な
い
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
等
に
期
待
さ
れ
る
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
で
あ
る
が
、
協
働
を
掲
げ
る
以
上
、
県

と
し
て
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
べ
き
。

②
　

現
在
、
新
た
な
工
賃
向
上
支
援
計
画
を
作
成
中
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
回
計
画
の

評
価
を
踏
ま
え
、
新
た
な
計
画
の
内
容
と
目
標
設
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。
５

年
間
の
計
画
実
施
に
も
関
わ
ら
ず
、
障
害
者
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
、
工
賃
が
大
幅

に
向
上
し
た
と
は
言
い
難
く
、
自
立
へ
の
道
の
り
は
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

①
　

５
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
工
賃
向
上
支

援
計
画
も
、
そ
の
期
間
を
終
え
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
目
標
の

達
成
度
を
踏
ま
え
た
評
価
に
つ
い
て
問
う
。

①
　

11
月
議
会
で
、
不
育
症
専
門
医
を
配
置
す
る
な
ど
相
談
窓
口
の
充
実
強
化
に
取
り
組
む

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
、
い
つ
か
ら
実
施
す
る
予
定
な
の
か
。

 

問
２
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事
業
に
つ
い
て

 

問
２
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
事
業
に
つ
い
て

①
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
問
う
。

こ
の
10
年
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
数
は
10
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
が
、
法
人
税
の
支
払

い
や
事
業
報
告
書
の
提
出
、
変
更
登
記
な
ど
の
手
続
等
も
多
く
、
そ
う
し
た
こ
と
に

対
応
で
き
る
成
熟
し
た
組
織
は
少
な
い
と
感
じ
る
。

②
　

不
育
症
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
検
査
と
治
療
で
、
不
育
症
患
者
の
85
％
が
無
事
出
産

で
き
る
と
の
研
究
報
告
も
あ
り
、
費
用
対
効
果
を
考
え
て
も
、
不
妊
症
と
同
様
に
助

成
事
業
に
取
り
組
む
べ
き
で
な
い
か
、
所
見
を
問
う
。
ま
ず
は
、
ど
の
く
ら
い
の
需

要
が
あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
に
も
、
不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
方
に
限
っ
て
、
妊
産

婦
医
療
費
助
成
の
対
象
項
目
に
切
迫
流
産
の
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

①
　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
学
校
ご
と
に
違
い

が
あ
る
が
、
こ
の
現
状
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

学
校
給
食
を
所
管
す
る
の
は
市
町
村
で
あ
る
が
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
ま
ち
ま
ち
で
、
除
去
食
か
ら
代
替
食
、
全
く
関
知
せ
ず
弁
当
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
あ
る
。

 
問
３
　
障
害
者
福
祉
等
に
つ
い
て

 
問
３
　
障
害
者
福
祉
等
に
つ
い
て

①
　

新
事
業
と
し
て
、
栄
養
士
や
ト
レ
ー
ナ
ー
を
派
遣
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
キ
ス
パ
ー

ト
事
業
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
人
材
確
保
と
派
遣
頻
度
、
ど
の
程
度
の
サ
ポ

ー
ト
が
可
能
な
の
か
問
う
。

問
４
　
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

問
４
　
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
に
つ
い
て

 

問
５
　
学
校
に
お
け
る
食
育
に
つ
い
て

 

問
５
　
学
校
に
お
け
る
食
育
に
つ
い
て

 

問
１
　
母
子
保
健
に
つ
い
て

 

問
１
　
母
子
保
健
に
つ
い
て

富
山
県
に
は
現
在
、
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
３
０
６
法
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

平
成
２１
年
の
実
態
調
査
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
組
織
や
財
政
が
小
規
模
で
、
資
金

不
足
や
ス
タ
ッ
フ
不
足
の
課
題
が
多
く
聞
か
れ
た
。
組
織
運
営
や
資
金
、
人
材
と
い
っ

た
課
題
に
取
り
組
む
上
で
、
と
や
ま
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
の
た
め
、
会
計
、
税
務
、
労
務
管
理
の
研

修
や
相
談
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、
寄
付
募
集
や
資
金
調
達
、
情
報
発
信
力
を
高
め
る
研

修
も
行
い
、
自
主
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
理
解
を
深
め

る
職
員
研
修
や
県
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
協
働
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
る
相
談
窓
口
の
設
置
等
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
は
、
平
成
１６
年
度
に
２５
事
業
だ
っ

た
も
の
が
、
平
成
２３
年
度
に
は
５８
事
業
へ
と
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
平
成
２３
年
度
２４
年
度
は
、
国
の
新
し
い

公
共
支
援
事
業
交
付
金
を
活
用
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協

働
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
盤
強
化
を
集
中
的
に
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く

対
応
で
き
る
強
み
が
あ
る
の
で
、
よ
い
点
を
生
か
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
の
分
野
で
、
と
や
ま
を
元
気
に
し

て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
・
・
・
国
内
で
は
、
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
を
機
に
、
市

民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
法
人
格
の
必
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

爆
発
的
に
増
加
し
た
。

近
年
は
国
や
地
方
自
治
体
の
財
政
逼
迫
な
ど
か
ら
、
全
国
的
に
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

協
働
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
新
た
な
公
共
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

＊
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
＊

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
」
・
・
・
小
麦
、
そ
ば
、
卵
、
大
豆
、
乳
、
甲
殻
類
な
ど
、

食
べ
物
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
。

じ
ん
ま
し
ん
や
む
く
み
、
喘
息
の
ほ
か
、
呼
吸
困
難
な
ど
、
命
に
関
わ
る
重
大
な

シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
供
の
数
は
、
県
内
で
も
こ
こ
１０
年
で
２
倍
に
増
加
し

て
お
り
、
症
状
の
長
期
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

＊
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
＊

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
委
員
会
の
推
薦
に
よ
り
、
栄
養
士
は
ス
ポ

ー
ツ
栄
養
士
や
健
康
運
動
指
導
員
の
資
格
を
有
す
る
管
理
栄
養
士
に
、
ト
レ
ー
ナ
ー
は

公
認
資
格
を
有
す
る
県
の
体
育
施
設
や
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
に
お
願
い

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

派
遣
頻
度
は
、
各
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
、
運
動
部
活
動
の
盛
ん
な
学
校
で
あ
れ
ば

年
６
回
、
一
般
高
校
で
あ
れ
ば
年
４
回
、
定
時
制
高
校
で
あ
れ
ば
年
２
回
程
度
を
予
定

し
て
い
る
。

市
町
村
や
学
校
に
よ
る
と
、
調
理
室
や
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
施
設
設
備
が
一
律
で

は
な
く
、
調
理
人
数
が
異
な
る
こ
と
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
食
材
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か

ら
、
一
律
の
対
応
が
難
し
い
現
状
が
あ
る
。

県
と
し
て
は
今
後
、
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
弁
当
持

参
の
児
童
に
つ
い
て
も
保
護
者
の
意
向
に
沿
い
な
が
ら
、
と
き
に
は
他
の
児
童
と
一
緒

に
安
心
し
て
給
食
が
食
べ
れ
る
よ
う
工
夫
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
で
き
る
よ
う

市
町
村
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

（
以
上
、
５
分
野
１４
問
か
ら
抜
粋
）

障
害
者
の
自
立
を
目
指
す
上
で
、
工
賃
の
向
上
は
重
要
で
あ
る
。
平
成
１８
年
度
に
１

万
１
９
９
９
円
だ
っ
た
富
山
県
の
平
均
工
賃
を
、
平
成
２３
年
度
末
ま
で
に
２
万
４
０
０

０
円
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
意
識
改
革
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
、
地
域
連
携
の
強
化

を
三
本
柱
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
昨
年
１２
月
の
平
均
工
賃
は
１
万
４
３
８
３
円
（
１

９
・
８
％
増
）
で
、
目
標
達
成
に
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
原
因
と
し
て
は
、
仕
事
の

７
割
を
占
め
る
電
子
部
品
の
組
み
立
て
や
段
ボ
ー
ル
の
加
工
な
ど
、
下
請
け
型
事
業
所

の
受
注
が
伸
び
悩
ん
だ
た
め
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
食
品
加
工
や
自
主
製
品
の
製
造
を
手
掛
け
て
い
る
事
業
所
で
は
、
工
賃
が
７

割
増
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

２４
年
度
か
ら
の
新
た
な
計
画
の
方
向
性
や
素
案
を
取
り

ま
と
め
、
作
れ
る
も
の
か
ら
売
れ
る
も
の
へ
と
い
っ
た
意

識
改
革
を
図
る
。
ま
た
新
規
就
労
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

や
事
業
所
外
へ
の
就
労
支
援
を
目
指
す
。
計
画
の
策
定
を

急
ぎ
、
自
立
へ
の
支
援
に
努
力
し
た
い
。
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富山県議会２月定例会　一般質問の様子（３月９日）

２月議会一般質問の詳しい様子は、
富山県議会のホームページでご覧いただ
けます。
htpp://www.pref.toyama.jp/section/0100/

不
育
症
専
門
相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す
Z

不
育
症
専
門
相
談
が
は
じ
ま
り
ま
す
Z

昨
年
度
か
ら
議
会
で
支
援
を
求
め
て
い
た
不
育
症
対
策
に
予
算
が
付
き
、

６
月
か
ら
専
門
医
を
配
置
し
た
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

開
設
日
・
・
・
６
月
５
日
（
火
）

専
門
相
談
・
・
・
月
１
回
予
約
制
　
１５
時
〜
１７
時

相
談
員
・
・
・
富
山
大
学
附
属
病
院
産
婦
人
科
医
師

開
設
場
所
・
・
・
富
山
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
フ
ォ
ル
テ
」
２
階

（
富
山
市
湊
入
船
町
６
│
７
）

富
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
女
性
健
康

相
談
セ
ン
タ
ー
に
併
設

不
育
症
（
習
慣
性
流
産
）
の
不
安
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
月
１
回
の
相
談
日
は
、
予
約
の
お
電
話
の
際
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
…
０
７
６
│
４
８
２
│
３
０
３
３

ま
た
不
育
症
専
門
相
談
開
始
に
伴
い
、
不
育
症
に
つ
い
て
の
正
し
い

知
識
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
や
厚
生
セ
ン
タ
ー
に
て
受
け
取
れ
ま
す
。

議
会
に
お
い
て
見
ど
こ
ろ
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
質
問
と
答
弁
で
す
が
、

実
は
密
か
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
楽

し
い
の
が
、
応
酬
の
中
に
含
ま
れ

る
ユ
ー
モ
ア
だ
っ
た
り
、
チ
ク
ッ

と
し
た
嫌
味
？
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

質
問
者
や
答
弁
者
に
よ
っ
て
傾
向
が
あ
っ
て
、
繰
り
出
さ
れ
た
時
に
は
、

ま
さ
に
「
キ
タ
ー
ッ
」
っ
て
感
じ
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
や
ら
議
会
ご
と

に
随
分
と
違
う
ら
し
く
、
県
議
会
で
は
わ
り
と
頻
繁
に
見
ら
れ
る
の
で
、

野
次
と
相
ま
っ
て
（
県
議
会
の
野
次
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
お
囃
子

で
す
が
）
議
会
を
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
は
、
テ
レ
ビ
中
継
で
は
わ
か
り
に
く
い
の
で
、

ぜ
ひ
議
場
に
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
の
が
お
ス
ス
メ
で
す
。

＊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
一
般
相
談
は
従
来
通
り
＊

電
話
相
談
・
・
・
・
・
・
・
・
火
・
木
・
土
　
９
時
〜
１３
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
・
　
金
　
１４
時
〜
１８
時

面
接
相
談
（
要
予
約
）
・
・
・
火
・
木
・
土
　
１４
時
〜
１８
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
　
・
　
金
　
９
時
〜
１３
時

満
開
に
咲
き
誇
っ
て
い
た
桜
の
季
節
も

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
行
き
、
日
に
日
に

日
差
し
が
強
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

私
も
昨
年
４
月
の
初
当
選
よ
り
一
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

４
回
開
催
さ
れ
た
県
議
会
定
例
会
の
う
ち
、
３
回
で
質
問
の
機
会
を

頂
き
、
女
性
を
取
り
巻
く
問
題
や
教
育
の
分
野
、
障
害
者
雇
用
の

分
野
な
ど
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
に
は
支
援
の
拡
大
や
新
た
な
事
業
と
し
て
、
今
年
度
、
予
算
が

付
い
た
も
の
も
あ
り
、
こ
う
し
て
無
事
議
員
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

２
年
目
を
迎
え
、
県
政
の
諸
課
題
に
つ
い
て
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
、

取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご相談やご提案などは、月曜と金曜の午前９時３０分
から１２時３０分に承っております。上記以外の時間に
つきましては、会議等の都合上、閉めていることも
ございますのでご了承ください。
また上記時間以外でも明かりがついているときには、
お気軽にお立ち寄りください。

事務所住所　〒939-8073　富山市大町282


